
第２回 中部圏けんせつ未来懇話会 

 

日 時：平成２７年 ６月１８日 16:00～17:30 

場 所：名古屋銀行協会 大ホール 

 

 

議 事 次 第 

1. 開会あいさつ 

2. 議 事 

（１） 第１回会議の意見概要 

（２） 建設産業の担い手確保に向けた情報交換 

（３） 関係機関の取り組み強化に向けて 

3.  閉会 

 

■配布資料 

 資料１  第 1 回議事要旨 

 資料２  第 1 回会議の論点整理 

 資料３  建設産業の担い手確保に向けたメッセージ（案） 

 

 参考資料 各機関の取り組み（前回配布資料含む） 
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設立趣意書 

 
  
地域の安全・安心の確保や活性化を図るためのインフラ整備に加え

て、近年、近い将来に発生が懸念される南海トラフ地震への備えやイ

ンフラ老朽化対策などの新たな社会的課題への対応も急務となってお

り、建設産業の役割はますます増大しています。 
一方で、建設産業は、厳しい経営環境が長く続いたため、現場の技

能労働者の高齢化や若手入職者の減少という問題に直面しており、こ

のままでは、地域におけるインフラの整備及び維持管理のみならず、

災害発生時の応急対策や復旧工事にも十分対応できないことにもなり

かねない状況であります。 
このため、先般、いわゆる担い手三法が制定され、建設産業が担い

手を確保し、持続的に発展できるよう、発注者と受注者の双方が努め

なければならない旨、明記されたところであり、今後、その趣旨に則

り、業界並びに行政の双方が努力していくことになりますが、多くの

将来を担う若者に入職してもらうためには、同時に、若手入職者の送

り手である学校の先生やご家族の皆様のご理解、ご協力、ご支援が不

可欠であります。 
つきましては、学生の家族の皆様にも、建設産業の役割や魅力、現

在の取り組みなどについて理解を深めていただくとともに、様々なお

立場の皆様から率直なご意見やアドバイスを頂戴し、今後の建設産業

の担い手確保のための施策に反映していくために、建設産業関係団体、

行政機関に加えて、学識経験者、教職者、婦人団体、PTA の代表の皆

様にもご参加いただいて意見交換する場として、「中部圏けんせつ未来

懇話会」を設立するものであります。 





   

「中部圏けんせつ未来懇話会」規約 

 
（名 称） 
第１条 本会は、中部圏けんせつ未来懇話会（以下「中部未来懇」」という。）

と称する。 

（目 的） 
第２条 建設分野においては、就労者の高齢化や担い手不足が懸念されている。

このため、建設関係団体、教育機関、関係行政機関等の産・学・官及び

婦人団体、ＰＴＡ等が一堂に会し、中部地方における建設分野の現状や

課題について、情報共有するとともに、建設産業の担い手確保のための

今後の施策の方向性を議論する場として設置するものである。 

（活動内容） 
第３条 中部未来懇は、上記目的のため、次の事項について活動を行う。 

一 建設分野の担い手確保・育成のための取り組み状況の情報共有及び 
意見交換 

二 建設分野の担い手確保・育成のための情報発信 
三 その他前条の目的を達成するために必要な事項 

(構成員) 
第４条 中部未来懇は、目的に賛同する産・学・官等の団体代表者及び個人を 

もって構成する。なお、随時登録可能とする。 

 
（座長の職務） 
第５条 中部未来懇に、座長を置く。 

２ 座長は、構成員の中から互選によって選出する。 
  ３ 座長は、中部未来懇を代表し、運営を統括する。 
  ４ 座長の任期は 1 年度とする。ただし、再任は妨げない。  

（会 議） 
第６条 会議は、座長が招集する。 
 ２ 中部未来懇は、座長が議長を務める。 
 ３ 構成員は、指名した者を会議に出席させることができる。 
４ 座長は、必要がある時は、構成員以外の者の出席を求めることができる。 

 



   

（事務局） 
第７条 事務局は、中部地方整備局 企画部におく。 
 ２ 事務局は、中部未来懇での方針に基づき、その運営を行う。 

（雑則） 
第８条 この規約に定めるもののほか、中部未来懇の運営に関し必要な事項は、

事務局が立案し、座長の了承を得て決定する。 

 
 
（附則） 
   この規約は、平成２７年３月１６日から施行する。 

 
 
 
 
 
 
 


